
















れる （Kagame 1975: 103）。次のYuhi Musingaは植民地政府に退位させら

























 1 秘典のテキストはd’Hertefelt & Coupez 1964により出版された。以下、引用時の
ローマ数字は同書の「道」の章数、アラビア数字は行数を指す。







「牛飼いの王」の後継者のKigeriが西岸に行って即位した（Kagame 1959: 11–12; 




王の葬儀の規定が Inzira y ’ikirogoto「不敬の道」3と呼ばれたのは、王に将
来の死をほのめかすことほど無礼なことはなかったからである。王はこの道
が存在することしか知らず、儀礼家がその内容を王に聞かせることは厳禁さ














話を紹介している （Pagès 1933: 515–516）。Pagèsは、「善意で自分から死ん
だ王は稀である。信じやすい民衆はこの主題について数多くの寓話を受け容
れてきた」とコメントしている6。しかし、この話はルワンダに王の自殺ない
 3 -rogot-「上位者に対して悪いことを言う、する」（Coupez et al. 2005: 1968）。
 4 Kigeri III NdabarasaがNdorwaを征服して住み着いたとき、ルワンダに戻るよう
説得するために、ある詩人が、「Rutareの墓地に行く準備をしなさい」という意
味の詩を王に聞かせたところ、王の死を示唆した罪で王は彼を捕縛させたという　
（Kagame 1951: 160–161; Kagame 1972: 158）。





























は未成年だったと指摘し、この説は現実性がないと結論した （Simons 1944: 62）。
 7 例えばde Heusch （1958: 58–59）。
 8 それどころか、J.-P. Chrétienや彼が指導した研究者はこの主張を繰り返し肯
定的に引用してきた （Chrétien et Mworoha 1970: 71; Ndayishinguje 1977: 14; 
Chrétien 2000: 103; Chrétien 2006: 122）。
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硬直することは恥辱とされた （Dufays et de Moor 1938: 180; Kagame 1954: 
305–306/#35; Pauwels 1953: 31–32; Pauwels 1958: 51）。他方、王が死ぬと、






















 10 ［XV, 3］ Tsoobeクランは儀礼家クランの最上位に位置し、Tsoobeの儀礼王は王と
王母に次ぐ高位者であった。
 11 ［XV, 6–9］「以後…剃ることはない」：王の死の汚れを帯びてしまい、以後、王族
はもちろん誰の髪にも触れることは許されない。
 12 ［XV, 10］「髪塊 （isunzu）」：男子と未婚女子は、頭髪を櫛で盛り上げて鶏の





他の男達は山を左耳に向けて曲げなければならなかった （Kagame 1956: 204; 
Bourgeois 1957: 530; Gasarabwe 1978: 81）。
 13 ［XV, 11］ umutaaba: Ficus ingens var. ingens. 小灌木で、蔓が巻くことがある
（Troupin 1978: 146）。イチジク （umuvumu, cus） の一種で、樹皮布を作る 
（Coupez et al. 2005: 2388）。
 14 ［XV, 12］「片付ける」：動詞 -biikは「片付ける、しまう、隠す、埋める、埋葬す





























めた壺は封印され保存されたという （Randles 1981: 63）。




（Kagame 1972: 112–113; Kagame 1947: 372）。「水飼いの道」（200, 339, 589行）、
「XI. 太鼓に戦利品を飾る道」（45, 67行）、「XII. 七回目の装飾の道」（16行）、「即
位の道」（281, 920行）では樹皮布製造者として出てくる。
 16 ［XV, 14］「Cyirimaの家 （kwaa Cyirima）」：CyirimaのミイラがGasekeに置かれ
ている間、王権太鼓は王宮のCyirima祠に置かれた。20世紀初めの都Nyanzaで
は、Cyirima II Rujugiraの祠は王宮外広場にあり、Karinga鼓などの王権太鼓は
そこに置かれていた （Lugan 1980: 102; Lugan 1997: 199）。















権太鼓に伝える権利を持った （Kagame 1947: 368–369）。
 18 ［XV, 18］「四つの刻み目」：四は吉数だが、刻み目を入れる理由は不明。
 19 ［XV, 23］「槍の柱」（inkingi y amacumu）：寝床の入口の左側の柱に輪があ
り、石突きを下にして槍を通して立てる （Coupez et al. 2005: 1293, -kingi 9, 10; 
Bourgeois 1957: 493）。ここは当然、主殿の王の槍柱を抜くことを言っている。
 20 ［XV, 24］「頂針」（-soongero）：家の丸屋根の頂点に立てる長さ0.75 m～1.5 mの





物 imirinziも外される （Bourgeois 1957: 491–2; Kagame 1954: 201–202; Pauwels 
1953: 36 g. 3, 37; Pauwels 1958: 56, g. 1; Coupez et al. 2005: 2336。ブルンジの
-soongeroについてはAcquier 1986: 32 note 13）。
 21 ［XV, 25］「屋敷の門の柱」：igikiingi cy iireembo （pl. ibikiingi by’amareembo）：王
宮を囲む塀の入口の両側に立つ太く高い柱 （Coupez et al 2005: 1194, -kiingi 7, 8, 
1894, -reembo 5, 6; Kagame 1954: 201 #31）。王宮は放棄され、都は移される。
 22 一般人の喪の対象は、両親と王、夫は妻、妻は夫、既婚女性は夫の両親、既婚男
性は自分の両親であった （Coupez et al. 2005: 1059）。一般人が死んだときの服喪
期間は、中部のツチは、父親や単婚の母親の場合は二カ月、一夫多妻婚の第一妻
の場合は一カ月とされた。夫は子供と一緒にしか妻の喪に服さないから、子供










の棒 （inkonzo） で掘った （Kagame 1972: 174–175; Kagame 1951: 175–176）。
Pagèsが「強制的失業」と呼んだ服喪が終わる頃には大抵全国的に食糧が不




1953: 39; Pauwels 1958: 69）。西南部のKinyagaでは、丘の住人全員が一日仕事を
休み、家族は、家長が死んだ場合は八週間、母親の場合は四週間の喪に服した 
（Dufays et de Moor 1938: 182–183）。
 23 それ以外にPauwelsが挙げている一般人の喪の規則は、a） 婚約中の娘を除き、全
員が頭を剃る、b） 歌や踊り、宴会、飲み会の禁止、c） すべての光る物、たと
えば腕輪、首輪、槍先、鏃などは樹皮や布裂で覆う、d） 喪明けの清めに使う
ingwa（白い土、カオリン）に触れない、e） 死者の椅子 （intebe） や大甕（intango, 
高さ70 cm前後）を上下逆にする （Pauwels 1953: 39; Pauwels 1958: 71）
 24［XV, 95］ Kagameによれば、王の墓地は4カ所あった。（1） Kigeri、Mutara、
CyirimaはBuganza西北部のRutareに葬った。（2） Mibambweの墓はBurizaの
Remera別名Baforonogoにあった。（3） Yuhiの墓所はRukiga （Busigi） のKayenzi
だった。これらの王の王母は夫の墓所に葬られた。（4） 戦死・自殺した王（例
えばRuganzu II Ndoli）や王母（例えばKigeli II Nyamuhesheraの母Nyirakigeli 
II Ncendeli; Yuhi III Mazimpakaの母Nyirayuhi III Nyamarembo）の墓はBuriza
のButangampunduにあった （Kagame 1952: 123 note75）。しかし、これと
は別の場所に葬られる王もいた。例えば、Yuhi III Mazimpakaは自殺したが
Butangampunduではなく、Rukoma南部のKamonyi近くの Juruに葬られたと言
われる （Pagès 1933: 535; de Lacger 1961: 208; d’Hertefelt & Coupez 1964: 463）。 























いの道」241行にも「彼らは適切なクランの家に泊まる」とある （d’Hertefelt & 
Coupez 1964: 82–83, 108–109）。
 27 ［XV, 33］「下に穴を掘る」：火を焚いて死体を徐々に乾燥させたといわれる。




の牛を供出するのは「尊敬すべき者たち」など少数の牛軍だった （Kagame 1947: 
























［15］ かみそり （-ogosha） は作らない。






 29 ［XVII, 2］ 「Muhindaの子孫」：Muhindaリニジの長。宮廷儀礼専門家の第七位で、
宮廷の鍛冶、特に王権金鎚の世話をした （Kagame 1947: 371）。
 30 ［XVII, 3］「MushongiのNganzo」：ルワンダ東北部のBymbaのBureruka地方の


































り、王権太鼓を安置する （d’Hertefelt & Coupez 1964: 98–101）。Simonsによれ
ば、ブルンジでは王が死ぬとすぐに後継者のための新しい屋敷が作られ、遺族や
従者がそこに引っ越して喪に服したという （Simons 1944: 63）。













 34 ［XVII, 22］「トゲのない種類 （umurembe）」：-rembe 3, 4. この植物はTroupinによ
ると、（1） イイギリ科（ないしアカリア科）のDasylepis racemosa （1983: 430）、
（2） シナノキ科グレウィア属のGrewia mildbraedii （1983: 370）、あるいは（3） 
ガガイモ科 （Asclepiadaceae） のオオカモメヅル属 （Tylophora） のTylophora 
sylvatica DECNEだという （1985: 118）。Coupez et al.は「トゲなしに異常に生長
するトゲ植物」という語義を最初に掲げ、次いでTroupinの（2）（3）を挙げて






-rembeは -tobotoboの同類であるから、d’Hertefelt & Coupezのように、トゲ植物
-tobotoboのトゲのない変種と考えるのが妥当であろう。なお、［XVII, 45］の注
も参照。
 35 ［XVII, 22］ Mpare: ここにしか出てこない不詳の地名。
 36 ［XVII, 23］ Koobwa: 宮廷儀礼家の第四位で、「帯の王」（宇野2007: 127参照）の
一人Ndobaの息子Mukoobwaを始祖とするリニジ。Ruganzu I Bwimbaが解放





Koobwaに任せたという （Delmas 1950: 34; Kagame 1947: 369–370; Kagame 1963: 
20–22; d’Hertefelt & Coupez 1964: 468）。
 37 ［XVII, 25］「堂々たる （Ibishongore）」：牛軍の名前。Kivu湖西南のBushiから略















 38 ［XVII, 26］「Bubehoの水」：Bubehoは不詳の地名で、この道にのみ出てくる（26, 
64, 81行）。d’Hertefelt & Coupez 1964: 372 （#70） によれば、Bubehoの -beho 9は
「寒さ､ 冷たさ」で、-horo 14「冷たい水、平穏」を連想させ､ その水の使用は王
国を襲った不幸が収まることを願うものだと言う。
 39 ［XVII, 27–29］「葦を…持ってこさせる」：葦は即位式で用いるので、清浄なもの
が必要。
 40 ［XVII, 30］ エリスリナ （umuko）：umuriinzi（36行目）とも呼ばれる。マメ科
のErythrina abyssinicaで、高さ2–10 m､ ルワンダのどこにでも見られ、垣根や
木蔭用に植えられ､ 材木は軽く、多孔質で、容器（壺、皿、小箱）や太鼓に使
われる （Troupin 1983: 83–84）。枝にトゲがあり、花は赤い （Coupez et al. 2005: 
1309）。Ryangombeが水牛に突き殺されたとき、この木にしがみついたとされ、
Ryangombe祭祀で守護者の象徴として使われる。
 41［XVII, 30］ igicuba壺：牛乳を貯蔵したり水を汲んだりするのに使う数リットル入
りの大きな木製の壺、あるいはそれより小さい牛乳入れの壺 （Coupez et al. 2005: 
324–325）。





 43 ［XVII, 33］「黒色」：黒は悲しみ、不幸の象徴 （Pauwels 1953: 39）。喪中の遺族は












 44 ［XVII, 36］ umuriinzi : umuko（30行目）の別名。
 45 ［XVII, 41］ 「主殿」kambere: 王宮の正門の内側に建てられた大きな建物で、王
の睡眠や高官の謁見に使った。Luganによれば、二十世紀初のMusinga王の
Nyanzaの王宮の主殿は直径14–16 mあり、先代のKigeri IV Rwabugiriを祀り、
王母の睡眠場所でもあったという （Lugan 1980: 101–102; Lugan 1997: 197–198; 
Pagès 1933: 386）。
 46 ［XVII, 43］「同じ日にそれを切る」：後出（50行目）の喪の革帯を作るため。






























くあらわされ、死者が生者に優しい態度を取るよう祈願している （Pauwels 1953: 
33–34; Pauwels 1958: 52–53）。王家の乳搾りの儀式は後（XV, 41–43行）に燻蒸所
で行われる。

















ていないので、もう一度頭を剃ったと述べている （Pauwels 1958: 72）。
 49 ［XVII, 50］「喪の革帯」：ツチ・エリートの家では、父親が死んで「乳搾りの儀式」
に使った雌牛の皮の縁から革紐を切り取り、相続人が喪のあいだ帯として使っ
た。これをumuganguと言った。この雌牛の皮は、なめして家に保存され、よそ
にはやらなかった （Kagame 1954: 318, #65）。
 50 ［XVII, 51］「たいまつ」：たいまつも一般人の葬儀にあった。埋葬に行く際、父親
の棺の前を歩く息子は手にたいまつを持ったが、これは、死んだ父親の生命の火










ランの人」つまり儀礼的保護者 （umuse, abase） である （Pauwels 1953: 32, 
40; Pauwels 1958: 48, 71; cf. d’Hertefelt & Coupez 1964: 371/#41）。しかし
Dufaysとde Moorによれば、ルワンダ南西部のKinyaga地方では父方のオ








































 52 d’Hertefelt & Coupezも遺体の燻蒸所への移動後にこの儀礼が行われただろうと
推測している （1964: 371/#58–62）。
 53 ［XVII, 61］「右の支脚」：左に対して右は吉。支脚は炉中に三つ置いて釜を支え
る。陶製ないしシロアリの巣を切り出して作った。ルワンダ人の生活における支
脚の象徴的意味についてはGasarabwe 1978: 405–411が詳しい。
























 55［XVII, 71］「王を毒殺した者」：ルワンダ西南部の土酋国Bukunzi（宇野2011: 
129–130）を指す。新王の即位式はルワンダ軍のBukunzi攻撃で締めくくられた。
詳細は即位式を扱う別稿で論じる。　 
 56 ［XVII, 76］「GihozaのRusenge」：Bugeseraの地名、Nyamataの近く （d’Hertefelt 
& Coupez 1964: 107; Kagame 1972: 107）。この地名は、喪明けの儀式でも、喪の
革紐などを捨てに行く場所として出てくる（XVII, 822行）。
 57 ［XVII, 77］ Heeka: Zigabaクランのリニジで、その長は宮廷の儀礼専門家の序列















 58 ブルンジ王の喪の期間は一月か一月半 （Ndayishinguje 1977: 17） とか、死体の燻
蒸期間は二、三カ月 （Chrétien et Mworoha 1970: 62, 64） と言われ、ルワンダよ
り短いが、王の死体を北西部の墓地まで運んでから燻蒸し、喪が明けてから新王
を公表した （Ndayishinguje 1977: 43） ので、ルワンダより空位期は長かったと推
測される。
 59 ［XV, 35］「尊敬すべき者たちの雄牛」：雄牛は67行目ではRusangaと呼ばれてい
る。「尊敬すべき者たち （Inyubahiro）」は牛軍の名前。Cyirima II Rujugiraが
作ったと言われる。この牛軍と Insanga （XI, 175）という牛軍は、Heekaリニジ
（Zigaabaクラン）にゆだねられた。Heekaはこの牛軍で王権雄牛たちを育て、
「即位」させた （Kagame 1961: 12–13, 41–42; Kagame 1947: 369; Kagame 1963: 
16–18）。
 60 ［XV, 36–38］「皮を…伸ばさず」：普通は水平に、両脇を伸ばして乾かすのに、そ
うしない （d’Hertefelt & Coupez 1964: 361/#36–38）。
 61 ［XV, 38］ umutaaba: Ficus ingens var. ingens小灌木で、蔓が巻くことがある 
（Troupin 1978: 146）。イチジク （umuvumu） の一種で、樹皮布を作る （Coupez 
et al. 2005: 2388）。
 62 ［XV, 39］「雄の羊を殺し」：この雄羊も70行目ではRusangaと呼ばれている。
 63［XV, 40］ urukangara: カヤツリグサ科の水生植物Cyperus latifoliusで、長く鋭
利な葉を持ち、草葺き屋根、わら布団、家畜の敷きわら、むしろなどに使う 














 64 ［XV, 41］「清浄なTsoobe」：亡き王の髪を剃って穢れた人とは別のTsoobe。
 65 ［XV, 42–43］「王のために…手のひらに」：民間の「乳搾りの儀式」（上述、XVII, 
45行注参照）に相当するが、民間では老雌牛の乳房から毛を抜いて代用した。




たが、死体は台上で腐ったと証言している王墓の管理人がいる （Mworoha 1977: 
304）。Packardによると、エドワード湖の北からアルバート湖の東側のBashu
（Nande人のクランのひとつ）は、王の死体の腐敗を促進するために火を焚いた
という （Packard 1981: 43）。腐臭対策としては、ブルンジでは香りのする木を焚
いた （Chrétien et Mwaroha 1970: 61）。Kivu湖の西北のBahundeは、王権雄牛の
骨を腐臭消しに焼いたという （Viaene 1952: 31）。
 67 ［XV, 50–51］「搾乳し…塗り （bagasiig）」：バター塗布は民間では乳搾り儀式の前
に行われた。Kagameによれば、中部のツチのgusiga（「バターを塗る」）儀礼で
は、牛糞で寡婦が夫の右足をこすり、次に跡取り息子（または長男）が左足をこ
すった （Kagame 1954: 317, #61–62）。Pauwelsによれば、北部のBakigaも雄の子
牛の糞をバターと呼んで、長男の嫁（または死者の妻）が死者の額、手の内側、
むこうずねに塗った （Pauwels 1953: 33）。Dufaysとde Moorによれば、南西部の
Kinyaga地方でも、牛糞を妻が死者の右足に、長男が左足に塗った。これにより
死者は家族が自分を一人で放っておかなかったこと、家畜の面倒をよく見てくれ






















 68 ［XV, 52］「全身を伸ばす」：乾燥中に体の向きを変えるのに都合がよかったからで
あろう。
 69 秘典は手のひらから蛆が出ると言っているだけで（68行）、右手と特定している
のはPagèsのインフォーマントである （Pagès 1933: 518–519）。
 70 ［XV, 54］「まぶたを引き上げ」：目を開けて、見えるように。
 71 ［XV, 55］「口の中で舌を折りたたみ」：意味不詳。
 72 ［XV, 57］「死体が何かを生む」：合法的後継者を象徴する一匹の蛆が出てくる。





















 74 ［XV, 64］「ウサギの尻尾 （ishyira）」：ウサギが機知に富み、大型獣をやっつける民
話は世界的に非常に広くみられるが、ルワンダでもそうで、その尻尾は軍事的機
略の象徴とされる （d’Hertefelt & Coupez 1964: 312/#200）。用例としては、この
行のように王の死体の上に置かれる （cf. IX, 1009） だけでなく、即位式で新王に
渡され （XVII, 865）、遠征軍の儀礼的将軍（-gaba, cf. 宇野2010: 170–171）にも任
命式で渡される （X, 37, 73）。
 75 ［XV, 65］「imbakaの毛皮」：imbakaは高さ50 cm、長さ75 cmくらいのネコ科ネコ






























 76 ［XV, 71］「蛆を一匹だけを取り上げて」：合法的継承者の象徴をピックアップし
て。


















大湖地方にも広まったものだという （Baumann 1970: 78, 80, 157, 185, 223）。ル
ワンダ周辺の例を挙げると、Kivu湖西南のBashi人は、王や彼の長兄の死体から
蛆が出たら埋葬に移り、蛆は壺に少しの蜂蜜と一緒に入れる。蛆はヒョウに変
















という （Chrétien et Mworoha 1970: 62–63）。
















裏庭 （gikaari） の家 （nzu） に行く
そこでは護衛が寝ずの番をする
彼らは座るが､ 横になることはない
 80 ［XV, 89］「弓と瀉血矢 （iraago）」：牛の頸部に矢を打ち込んで血を採取する道
具。血は極上の食べ物とされた。-raagoは鉄製で、先は斧形をして研いである 
（Coupez et al 2005: 1826）。Maquetは写真で瀉血の手順を紹介している （Maquet 
1957: 61–65）。





く /彼が屋敷に着くとき /…娘が家から出てきて /［1160］ 歓声を上げながら歩き /
Cyirimaとすれ違う /後ろを見ないで」。
 82 ［XV, 92–94］「翌日…監視する」：王が一泊して神聖化した家の番人になった。




［100］ 主殿 （kambere） は搾乳所84にして、


















 84 ［XV, 100］「搾乳所 （urukamiro）」：壺を置いて、王の葬式用の牛乳を継続的に注
ぐ場所 （Coupez et al. 2005: 1209）。
 85 ［XV, 101］「増殖の igicuba壺」（gicuba cy irerero）：王の移動の際に王に先行し、
牛の増殖を象徴する牛乳壺 （d’Hertefelt & Coupez 1964: 427; Coupez et al. 2005: 
1917）。この場合は、蛆を入れた牛乳壺を指すと思われる （d’Hertefelt & Coupez 
1964: 363/#101）。
 86 ［XV, 106行］「四カ月が経ち…髪を剃る」：喪が明けて、王の近親は髪を剃る。後
で［XVII, 824–828: 喪明けの剃髪］で詳しく述べる。
 87 ［XV, 108］「蜂蜜酒」（uubuuki）：ubukiは谷間の蜂蜜で作った普通の蜂蜜酒で、
蜂蜜1に水4を混ぜ、焼いたモロコシを加えて弱火で八日ほど温めて作る。森の

















 88 ［XV, 111］「復讐者」（Umuhozi）：Mibambwe II Gisanuraが作った牛軍の名前 
（Kagame 1961: 22–24）。
 89 ［XV, 112］「水飼い場を掘る」：これが墓穴になる。Pagèsのインフォーマントは埋
葬について次のように語った：家に穴を掘り、草の寝床を貴重なライオンやヒョ
ウやアンテロープの皮で覆って王の遺骸をのせる。遺骸は土に穢されないよう地
面から完全に離される。すべてが湖の草でできた特別の筵 （ibirago by’ ibisunyu） 
で覆われ、穴は埋められる （Pagès 1933: 518）。
 90 ［XV, 116］「水撒き具 （uhagiro）」：儀礼的洗浄のために使う道具で、草や枝を束ね
たもの （Coupez et al. 2005: 2686）。
 91 ［XV, 117］「王がつねに象でありますように」：王が象と同じくらい強くあります
ように。「即位の道」917行にも同じ表現がある。




1953: 34; Pauwels 1958: 63）。Dufays & de Moorも、同じ理由で南西部のKinyaga
では子供のいる既婚者は右を下にして埋葬すると述べている （Dufays et de Moor 
1938: 181–182）。また、de Lacgerは、おそらく中部のツチについて、頭を上に








穴を掘り、上記 （73, 84, 101行） の igicuba壺を埋め （-byarir）94、
イチジクの木 （imivumu） と葦 （imiseke） を持ってくる95。
いつもするように、
［130］聖なる物 （imaana） を埋める （-byarir） ときに。
入口脇の張り出し （kibero） の近くに、
王の額 （uruhanga） が向いている方角に、96
イチジクの木 （umutaaba） とエリスリナ （umuko） を植える 
（-byarir）、
 93 ［XV, 124］「あなたの息子が復讐するでしょう」：牛軍の名前との言葉遊び。「即位
の道」では、Bukunzi国が王の殺害者に見立てられ、新王が復讐する（1212行）。
 94 ［XV, 127–130］「igicuba壺を埋め」「聖なる物を埋める」：igicuba壺は蛆を入れた
牛乳壺。聖なる物は儀礼で使った動物など。-byarir（「埋める」）は、占いに使っ
た動物の残骸、供犠した牛の残骸、経産牛の角、人間の胎盤、その他、宮廷儀礼
で使ったいろんな物を埋めること （Coupez et al. 2005: 265–266）。埋めた場所に
は神聖な木を植える。
 95 ［XV, 138］「イチジクの木と葦」：前者は植えたのだろうが、葦は束を立てただけ
か。







スリナ （umwuko） の枝と、またやがて枝葉を大きく伸ばすイチジク （umuvumu） 



















 97 ［XV, 134］「祈祷の場所」：墓家が封鎖された後、墓家の外から祈祷する際の。
 98 ［XV, 137］ ingese: 真直ぐ又は蔓状の枝をしたトウダイグサ科エノキグサ属の低木
Acalypha bipartia （Troupin 1983: II, 196; Coupez et al. 2005: 593）。
 99 ［XV, 137］「仕切り壁 （uruugi, -gi）」：戸の代りに家の入口を閉じるのに使う筵状
のもので、入口の柱に結び付ける。犬などを防ぐにはいいが、泥棒は防げない。
あるいは竹で編んだパネルで、柱の間に押し込んで仕切りにする （Coupez et al. 
2005: 598）。
 100 ［XVII, 812］Rabyo: Kigeri III Ndabarasaの息子Burabyoを始祖とするリニジの名
前（Delamas 1950: 77; d’Hertefelt & Coupez 1964: 485）。彼は王と同じNyiginya
クランだから、王母をはじめ、亡き王の寡婦から見て義理の兄弟に当たる。
 101 ［XVII, 813］ Mugunga: 九代目の王Ndobaの息子Mugungaを始祖とするリニジの




［815］ 彼女は（喪明けの儀式で）歓声 （impundu） をあげるだろう。
王の喪を終わらせるEgaの娘も102
やってくる。















 102 ［XVII, 816］「王の喪を終わらせる （-eez） Egaの娘」：Egaは王母クランの一つだか
ら、Egaの娘は王の配偶者に準じる存在と見なすことができる。





 104 ［XVII, 826］「小刀」（-uma）：Pauwels 1958: 62, g. 7に一般人の髪を剃る小刀
（urugembe, urwogoshyo） の図版がある。柄まで入れて15 cmほどの長さである。
 105 ［XVII, 824–828］「髪を剃る」：喪中に伸びた髪の不要部分を剃って髪塊を仕立て






















 106 ［XVII, 829–830］「儀礼家たち…来ている」：王の祖霊に墓地や宮廷で仕える 
｢妻｣ は占いで選ばれることが多い （Pagès 1933: 534–536; Pauwels 1958: 159–161; 
d’Hertefelt & Coupez 1964: 332/#997–1006） が、ここでは夫の職務に準じて動員
されたらしい。











亡き王の子供たち （abaana） が第二の建物 （rugendo）108に行く、









の子供は配偶者と性交した （Kagame 1954: 321; Dufays et de Moor 1938: 
































 109 ［XV, 143］「宮廷は酒を送る」：Rutareの墓に。
 110 ［XV, 149–150］「吉とされた祖先 （umukrambere）」：-kurambereは父方の直系
先祖を指す （Coupez et al. 2005: 1426）。以下の祭文に出てくる飲物と二頭の牛
は、実際には亡き王に捧げるものだが、Rutareに行って捧げる（159–161行）前
に、占いで選ばれた別の昔の王に捧げる。この種の迂回的な祭文については、d’
Hertefelt & Coupez 1964: 238/#34, 289/#43, 356/#39を参照。
 111 ［XV, 150］「某王よ」：占いで吉とされた祖先の王。d’Hertefelt & Coupez 1964: 
365/#150は「四年前に死んだ王」としているが、間違いであろう。
 112 ［XV, 156］「王墓管理責任者 （umunyamugogw） に供物を渡す」：-nyamugogoは王




























 113 ［XV, 158］「某王よ」：四年前に死んでそこに埋葬されている王。
 114 ［XV, 176］「宮廷には入らない」：死の汚れを持ち込まないために。
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